	２４年度 第３回理事会議事録


１)日  時  平成２４年　８月２２日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部養悦、山田文夫、前谷津文雄、
立花　茂、長谷川圭三、村井　均、大友一匡、

沼田仁志、引地建生、安彦　茂、佐々木昌浩、
斉藤雅伸、本舘広樹、山中一臣、阿部茂人

門間　稔、小山　洋、高橋聖一、中島章裕、
渡邊信二、三浦康弘
欠席者　　白鳥久也、佐藤益弘、稲見清和、

大山勝彦
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　山中、阿部（茂）
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
８月　４日（土）　CTリフレシャーズ研究会

８月　８日（水）　第５回常務理事会
８月２２日（水）　第３回理事会
８月２５日（土）　第３支部公開講演会

　　　　　　　　　　宮城MR撮影技術研究会
８月２８日（火）　大山監事授賞祝賀会

９月　８日（土）　東北CT技術研究会

９月１２日（水）　第６回常務理事会
９月１５日（土）　医療被ばく測定セミナー
９月１９日（水）　第５回スキルアップカンファランス
９月２３日（日）　医用画像情報精度管理士講習会

９月２６日（水）　宮城医療安全研究会

９月２８日（金）　診療放射線技師学術大会

　　～３０日（日）

②議　題

協議事項
１．新法人移行の進捗状況について
　８月６日、医療整備課において提出済み申請関係書類
の訂正と指導を受け、各事業に関する費用額の配分と収支予算の経理数値の調整を行い、さらに今後の日程の確認をした。

　８月１１日、医療整備課に再度申請書類を本申請書類として郵送した。

　８月１４日、医療整備課が確認を行い、私学文書課に申請書が上げられた。
今後は私学文書課による指導が行われ、１０月以降には正式の電子申請を行うことができる運びとなる。その後に移行法人認定等委員会の審査が行われ、さらに指摘・指導が行われる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

2． 会費未納者の対応について
現在の未納状況は、１年以上未納者は８０名、２年以上未納者は４６名、３年以上の未納者は３５名、４年以上の未納者は２０名である。

会費長期未納者に対して、どのような対応をとるかを常務理事会で検討を行なった結果、長期未納者に対して「除名」とするには総会決議が必要であること、会費未納で「除名」は厳しいと考えるため、２４年度に関しては前回と同様に５年以上の未納者に対しては除籍処分とし、これ以降（新法人移行後）については、新理事会で会費納入規程等を整備して、詳細を決定することがよいのでは無いかと考え、この案を提案する。
-　今年度だけ、納入期限９月３０日で５年以上の長期未納者に対して除籍処分を行うという提案であるが、通知は、いつ・どこまで行うのか。全ての未納者に通知してはどうか。
-　次年度以降（新法人移行後）は、新理事会で会費納入規程を定めてから対応するのが望ましいので、今年度分に関して納入期限９月３０日までに、５年以上の未納者に対してだけ通知をしてはどうか。

納入期限９月３０日をもって、５年以上の未納者に対して督促状とともに除籍処分の内容を通知する方法をとりたい。
· 昨年度決算で債権処理（貸倒引当金）としたのは４
年以上未納者に対して行った。今年度の決算では昨年まで３年未納の会員が今年度未納の場合、累計で４年未納となり、債権処理として財産から外すこととなる。３年以上の未納者に通知を出してはどうか。さらに、４年以上の未納者を除籍処分の対象にしてはどうか。

-　３年以上未納者に対して通知を出すのは良いが、今回は前回の処分方法で行うので５年未納者を除籍処分の対象としたいがその時々の理事会決議に従うしかないと考える。

質疑から、
・３年以上の未納者対して早急に通知を出すこととする。

・９月３０日をもって４年以上未納の会員は除籍処分とする。
・除籍の決定は１０月の理事会で議決する。
・但し、分割等、支払う意思を示した会員に関しては理事会に報告して理事会で判断することとする。
以上、上記のことを決定したことを通知する。

了承

-　今後は滞納・繰越しをさせないような対策を立て、未納者を減らす努力をしなければならないと考える。
３．第２１回総合学術大会内容について

　平成２４年１２月１日（土）開催予定の学術大会の内容を計画した。今回は１１月に東北放射線医療技術学術大会が仙台で行われることから、理事会で承認したように一般演題の発表はおこなわず、講習会・講演会形式で行うこととした。

プログラム案

１３：００　～　１５：００

スキルアップカンファレンス・ダイジェスト

頭部領域　　：　脳卒中を撮る

胸部領域　　：　肺がんに特徴的なＣＴ画像所見を知ろう

腹部領域　　：　おなかを鍛えよう

救急撮影　　：　救急撮影の必須ポイント

１５：１００　～　１７：００

シンポジウム　：　「放射線技師の業務拡大について」

１）日本診療放射線技師会の最近の動向　（北村理事）

２）一般の立場から　　　　前野一雄　

（国際医療福祉大学医療福祉マネジメント学科教授）

前野氏は4月から上記の職種であるが、元新聞記者で放射線技師に理解を示している方であることから講演を依頼した。

· シンポジウムに「教育者の立場から、または教育現状について」といった内容を追加してはどうか。
· 保健学科の先生に打診して、再度この方向で検討することとする。
次回常務理事会までに再検討して審議することとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

４．放射線管理者研修会の内容について

　２年に１回開催する放射線管理者研修会を今年度の計画通り開催したい。
　日程は、平成25年３月2日(土)午後1時から6時

　会場は戦災復興記念館を予定しているが、交通便の良い仙台駅前のエルソーラも考えている。

①　内容案は、

１）「宮城県放射線技師会の動向について」　　　　30分
２）「チームステップス：Team　STEPPS」　　　　　2時間

  Team　STEPPS : Team　Strategies　and Tool　to Enhance Performance and Patient Safety

  : 医療のパフォーマンスと患者安全を高めるために

　チームで取り込む戦略と方法

３）「医療監査の対応について（仮）」　　　　　　　　1時間
放射線管理業務委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4） 情報交換会

　「チームステップス：Team　STEPPS」を取り上げた理由は、医療事故を減らすためには、システムを整備する方向であったがチームワークのコミュニケーション不足が事故の要因ではないか云われてきていることから、チーム医療の中でコミュニケーション能力を高めるための講習会を提案した。
-　３）の「医療監査の対応について（仮）」の内容はどのようなことか。各施設よって対応が違うのではないか。
-　監査をする立場・受ける立場ではなく、管理の方法のレベルアップを図る勉強会にしたい。

　以上のような案の方向性で再度検討することとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．第44回総会及び定年退職者・表彰者祝賀会の

日程の変更について

　今年度の計画では第44回総会を3月17日に開催することとしていたが、仙台サンプラザの会場が取れなく、開催日を3月23日(土)に変更したい。
仙台サンプラザは総会後に祝賀会を開くのに好条件なことと、日程的に問題がないことから変更することとする。ただし、ホームページ等で日時の変更を早めに周知することとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
６．地域医療画像展開催について

　7月13日に町内会の保健衛生委員と懇談を行い、12月16日（日）に多賀城市高橋4区合同の衛生事業の共催として医療画像展を開催することとした。

　会場は多賀城市高橋生活センター。１３時から１６時
内容として、胃・肺･乳がん検診を中心とした健診画像と各診療科での放射線検査画像をパネル展示し、各画像についての説明を行う。また、骨密度測定体験を行なう。

　公文書の企画書を作成し、8月末までに提出したい。

　会場は第2支部の地域であるため、法人部と相談をして第2支部が中心に担当していただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

７．その他

①　線量計の貸し出しについて
　県内の病院・施設等で線量計（電離箱サーベーメーター）の貸出しの需要があれば、対応したいと考えている。
　-　線量計の校正ができてない病院・施設があることもあり、窓口を作っていたほうが良いと思う。
但し、貸出しで破損した場合、責任・負担等の問題が生じるが、貸出しに関わる受け渡しの方法や、借用申請書の案を作成して検討することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
　各部・委員会報告事項
1． 法人部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオークについて
　　８月９日、第３回会議に出席。
スマイルウオークの参加募集を開始した。
2 ＪＡＲＴ会誌８月号に県南地区での被ばく相談が掲載された。

③　日本診療放射線技師会災害対策委員会活動について
１）　平成２４年度愛知県秋季学術大会で開催される災害対策委員会企画のなかで、「宮城県放射線技師会の活動」としてパネル展示を行う。

　２）　医療被ばく安全管理委員会と分担して「福島原発事故の被ばくと医療被ばく」について執筆作業を行なう。

④　平成２４年度愛知県秋季学術大会での講演
　　放射線管理士分科会において講演を行なう。

演題名：「原発事故の不安にどう向き合うか」

講　師：村井法人部長

5 会報ＭＡＲＴ７８号に「被ばくＱ＆Ａ」を連載

6 会報ＭＡＲＴ７８号に「被ばくＱ＆Ａ」から、被ばく相談のメールが２件来た。内容は骨折事故の撮影、多数回によるＣＴ検査であった。
7 若林区役所から被ばくについての講演依頼

日　時：平成２４年９月２０日(木)

対　象：若林区役所職員
　演題名：「放射線被ばくのリスクと健康影響について

　　　　　　　　　　　　　－知ることが対応の第一歩―」

講　師：村井法人部長

⑧　電力ビル医療画像展打合せ
　　８月１７日、電力アクアホール担当者と広報原稿について打合せを行った。
２．学術部
①　2４年度技術講習会報告
　参加人数：１８名（会員１２名、非会員６名）

　SPECTの画像再構成について講義を行ない、各自ソフトを使用しながらFBPにおけるフィルタ,　散乱補正等の特性を実習した。講義・実習がわかりやすく、参加者には好評であった。

2 第４回スキルアップカンファレンス報告
　　参加人数：４４名（会員３０名、非会員１４名）
　　内容は、

・もやもや病　　　佐々木　正臣　（こども病院）

・脳内出血　　　　大友一匡　　（広南病院）

・交通外傷、転落外傷の救急撮影

　　　　　　　　　門倉　幸司　（仙台医療センター）

③　第５回スキルアップカンファレンスを開催
９月１９日（水）、１９時、仙台医療センター

④　放射線管理業務検討委員会を開催
　7月30日、広南病院で開催。出席者7名

　今年度の活動目標として、

放射線管理区域立入者への教育、保健所の立入り時のチェックポイントに関した業務について発表していくこととした。

３．福利厚生部
平成２４年度ピンクリボンスマイルウオークの参加者を募集中。今回は各支部の協力を頂き参加者を増やしたい。昨年度は申し込みが遅れたため、９月中旬には申込みを行いたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．広報部
①　会報ＭＡＲＴ７８号　７月３１日に発刊
今回よりリニューアルした会報を会員・賛助会員に加えて、各県技師会や以下の県内公共施設に鑑文を付け県内の役所・区役所・役場の保健医療に関する部署40か所、各図書館32か所、宮城県医療整備課、保健所14か所、東北大学医学部保健学科に発送した。
さらに、県民公開講演会の講師である三浦先生（県南中核病院）に礼状とともに発送、宮城県図書館長からは

県内の資料として2部追加依頼が来た。

総発行部数は７１４部、印刷数は７５０部である。

2 メーリングリスト・メールマガジンの設置について

メーリングリストについて暫定的に理事会・広報部のメーリングリスを設定した。他６つについてメールがわかるところから順次設定中である。メールマガジンについても順次設定中である。また、サーバーの運営管理について作業が煩雑ではあるが、登録・削除作業を広報部で行う。
メーリングリスト

常務理事会ＭＬ（監事を含む）・理事会ＭＬ（監事を含む）、法人部ＭＬ，総務部ＭＬ、学術部ＭＬ，広報部ＭＬ，

事務局ＭＬ

メールマガジン

宮城県放射線技師会ＭＭ（全登録者）

第１支部ＭＭ，第２支部ＭＭ，第３支部ＭＭ，
第４支部ＭＭ，ＯＢ部MM、放射線管理士MM
５．財務月例会計報告（７月分）
①　郵便貯金より、45０，０００円を手許現金化（6/22）
2 東北放射線医療技術学術大会　負担金９５，２００円振り込む

3 第２支部前渡し金１３１、４００円振り込む。
4 第３支部前渡し金１８４，９１０円振り込む。
5 タニウチ印刷に封筒印刷代金６４，５７５円振り込む
6 総務部前渡し金１００，０００円振り込む。
7 賛助会費、２０社より４００，０００円入金。（7/5）

8 漏洩線量測定費用、４０，０００円（本郷医院）
9 日本放射線技師会より、フレッシュマンズセミナーへの助成金６２，８００円振り込まれる。（７/９）
⑩　郵便預金より３５０，０００円手元現金化。（８･２）

⑪　第１支部前渡し金９９，４００円振り込む。
⑫　事務局前渡し金１００，０００円振り込む。

13 法人部前渡し金１００，０００円振り込む。

14 賛助会費、２７社より５４０，０００円入金。（8/2）

15 固定資産税　１９４，２００円納めた
６．事務局報告

①　会員異動
１．　新入会　　　
　丹野　亮　　　　仙台厚生病院　
　　　　　　　東北大学保医学部健学科２４年卒
　鈴木　美樹　　　仙台厚生病院　　　　　　　　　
国際医療福祉大学Ｈ２２年卒
　松田　加奈絵　　東北大学病院

　　　　　　　　　　　　　東北大学医学部保健学科２４年卒
　三輪　雄生　　　広南病院　　　　　　
東北大学医学部保健学科２４年卒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　なし
４．　転　出　
　　小松澤　信雄　　真壁病院　　　

→　みなのクリニック内科呼吸器科
５．　転　入　　　なし
６．　退　会　　　なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５４１名

②　賛助会員
　　エーザイ株式会社　代表者変更　

　　斉藤　篤　→　上田　倫之

③　会館浴室給湯器ラジエーター水漏れのため、撤去作業を行なった。経費は３１，５００円であった。
④　第２８回日本診療放射線技術大会の事前参加登録券が来ている。８月３１日まで配布する。
　　参加登録券　５，０００円、情報交換会　８，０００円
７．OB部
ＯＢ会員への履歴調査の返答が8月1日で３４名から返信された。今後、OB部の連絡網を充実するためにメールマガジンを活用したいと考えている。履歴書調査の未返信会員のメールアドレスを集約したいため各支部に協力をお願いする。
８．各支部報告
①　第２支部
７月１１日運営委員会を開催した。支部の連絡網の充実を図る検討を行った。また、支部総会及び研究会を

１１月に仙塩新病院で開催する計画の検討をした。さらに、レントゲン週間への人員配置の協力と公益事業を来年２月に行う予定を立てている。
②　第３支部

８月２５日（土）１４時から一般向けの講習会を開催する。講師はJR仙台病院の放射線科の先生にお願いをした。メーリアドレスの集約を行っているが集まりが悪く、再度登録のお願いしている状況である。
③　第４支部
　今月末に委員会を開催する予定である。
　メーリングリストが大部分集約できたのでその活用を検討する
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。
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